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最高に感動的で
あった」や、「初日と二日目のAlwaysは筆者にとって









Is There Anything That Is Good for All Time, All Places, and 
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からでは決してなく、経験的に確認されてこなかっただけ
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れるものではなく体を使って実践的に行われるものである


























































































































































0 0 0 0 0 0
を詮索することは無意味であると考えることもできるからである。
15もっとも、「人間尺度論」に対するこのような理解、つまり「人間というのは君や僕のこ
88
とである」とする理解は、プラトンによる解釈に依拠するものであるが（『テアイテト
ス』田中美知太郎訳（田中美知太郎・藤沢令夫編『プラトン全集』第二巻所収）岩波書
店、1974年、208頁参照）、たとえばヘーゲルは「これはまちがった、さかだちした理解
のしかた」だとして、この命題における「人間」を「個々人」ではなく「主観一般」で
あるとする（ヘーゲル『哲学史講義』上巻、長谷川宏訳、河出書房新社、1992年、360頁
〜361頁参照）。また他にも、「人間尺度論」を相対主義としない解釈もある（中澤務「プ
ロタゴラスの人間尺度説：その歴史的実像をめぐって」『關西大學文學論集』第66巻、第
4号、2017年参照）。
16すぐ後で述べるが、この問いは意図的にかなり曖昧に設定してある。受講生の自覚的な
思考を促すためである。
17ルイ・シホヨス監督『ザ・コーヴ（The Cove）』ポニーキャニオン、2009年（DVD）。
18『The Cove』から6年後、これを反証する意図で制作されたドキュメンタリー映画『Behind 
“THE COVE”〜捕鯨問題の謎に迫る〜』が公開された。授業の進度によってはこの映画
を用いることもかなり有効だと思われる。
19ロマン・ポランスキー監督『戦場のピアニスト（The Pianist）』エイドリアン・ブロディ
主演、アミューズピクチャーズ株式会社、2002年（DVD）。
20アドルフ・ヒトラー『わが闘争』下巻、平野一郎・将積茂訳、角川書店、2001年（原典
は1926年）、339頁。
21実のところ、ナチス内部でもユダヤ人絶滅を主張する国家保安本部とユダヤ人を生かし
て労働力として利用したい経済管理本部では意見が一致していなかったらしい（柴嵜雅
子「アードルフ・アイヒマンの罪」『大阪国際大学紀要国際研究論叢』19巻1号、2005
年、116頁参照）。
22『メリッソス、クセノパネス、ゴルギアスについて』福島保夫訳（山本光雄編『アリスト
テレス全集』第十巻所収）岩波書店、1969年、243頁。
23岩崎武雄『西洋哲学史（再訂版）』有斐閣、1975年、33頁〜34頁。
24『ゴルギアス』加来彰俊訳（田中美知太郎・藤沢令夫編『プラトン全集』第九巻所収）岩
波書店、1974年、114頁。
25『メノン』藤沢令夫訳（田中美知太郎・藤沢令夫編『プラトン全集』第九巻所収）岩波書
店、1974年、251頁〜253頁。
26同書、255頁。
27『ソクラテスの弁明』田中美知太郎訳（田中美知太郎・藤沢令夫編『プラトン全集』第一
巻所収）岩波書店、1975年、61頁〜62頁。
28残念ながら、詳細を記した紙を紛失してしまったため、情報提供に制限がある。しかし、
そのことはこの作業の本質にはまったく関わらないことを付言しておく。
29何をもって「感動した」とするかということは主観的な基準に基づくものであるだろう
から、授業では「いい歌だと思った」というような漠然としたプラス評価も「感動した」
に含めるとした。もっとも、「いい歌」の「いい」ということにも同じ主観性の問題が伏
在しており、問いの設定に関しては改善の余地があるだろう。今後の課題である。
30『ソクラテスの弁明』田中美知太郎訳、65頁〜66頁。
31『クリトン』田中美知太郎訳（田中美知太郎・藤沢令夫編『プラトン全集』第一巻所収）
いつでもどこでもだれにとっても「よいもの」は存在するか■
89
岩波書店、1975年、133頁。
32『メノン』藤沢令夫訳、332頁。
33メノンの問いに対しては、「徳は神の恵みによって人間にそなわるのであって、教えられ
うるようなものではない」と答えたといえる。
34「人権」という一見普遍的に思われる概念を持ち出してみても、問題は横滑りするだけで
ある。というのも、「人権」という概念がカバーする範囲を区切る境界線の線引きはかな
り曖昧だからである。だから、「人権」という概念を掲げて普遍主義を「常識」とする立
場も、「個性重視」や「豊かな多様性」という標語を掲げて相対主義を「常識」とする立
場と同じように、反省される必要があるはずである。
35この態度を客観的真理への接近を目指すものとして把握すれば、「理論の数が多ければ
多いほど、理論はよりよくなる」として多様性に真理探究の可能性を見出すポパーの批
判的多元主義と同じあるといえるかもしれない（カール・ポパー、前掲書、302頁・321
頁参照）。本稿の議論も多様性そのものを否定するわけではなく、むしろ多様性の重要性
を明確に認識した上に成立している点を強調しておきたい。
